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番号 措置名 交付金事業の名称
6 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 文化スポーツセンター施設改修事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 鏡野町
交付金事業実施場所 鏡野町竹田158

交付金事業の概要

　本施設は、鏡野町の中核スポーツ施設として、町民をはじめ多くの人に利用されてきています。平成４年の施設整備後２４
年が経過しており、経年による施設の老朽化が進んでおり、特にトイレについては、１階女子トイレ２ヵ所で排水不良を起こす
など使用できなくなることが度々あります。また、文化スポーツセンターは、災害時の指定避難所として指定されていますが、
トイレは和式便器が多く高齢者や障害のある人にも利用しやすい洋式便器への取替改修を行う必要があります。
【文化スポーツセンター施設改修】
　1階北側ﾄｲﾚ、南側ﾄｲﾚ改修 　　ﾄｲﾚ内部の改修
　2階北側ﾄｲﾚ改修　　　　　　　 　 ・ﾄｲﾚﾌﾞｰｽの改修
　洋式便器への取替工 　　　　　  ・床ﾀｲﾙ､ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ張替
　 ・和式ﾄｲﾚの洋式化　　　 　　　 ・床塗膜防水（2階北側ﾄｲﾚ）
　 ・男性用小便器交換　　　  　　 ・壁ﾀｲﾙ一部張替
　 ・給排水設備改修　　　　　 　 　・天井吸音板張替(1階北側ﾄｲﾚ）
　 ・機械設備改修　 　　　　　      ・手摺新設
　 ・電気設備工事

総事業費 19,897,650
交付金充当額 18,000,000
うち文部科学省分 18,000,000
うち経済産業省分 　

交付金事業の成果目標

　本事業による改修を行うことにより、施設機能の強化が図られ、利用者の利便性の向上をはかることが可能と
なり、町内住民はもとより近隣地域の多くの利用者がスポーツを楽しむ環境が整うことにより、利用者数の増加が
見込まれ、住民の福祉や健康増進へ寄与することが期待できます。
　上記のことから、地域社会の発展による地域住民の福祉の向上、電力施設の設置・運転への理解に大きく寄
与することが期待できます。

交付金事業の成果指標
　上記、成果目標を達成するために、文化スポーツセンター施設改修工事を行ないます。定量的な成果指数とし
て、利用者の利便性の向上を図り、町内住民はもとより近隣地域の多くの利用者がスポーツを楽しむ環境が整う
ことにより、利用者数（改修工事期間を除く）の増加を設定します。

交付金事業の成果及び評価

  本事業を実施し、利用者の利便性の向上を図り、町内住民はもとより近隣地域の多くの利用者がスポーツを楽
しむ環境が整えることができました。
　なお、定量的な指標として利用者の利便性の向上を図り、スポーツを楽しむ環境をが整えたことにより、利用者
数（改修工事期間を除く）が増加し、これは電源立地地域である当町の地域住民の福祉の向上、電力施設の設
置・運転への理解に大きく寄与することができました。

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

文化スポーツセンター施設改修工事 指名競争入札 株式会社 杉岡建設工業 19,897,650
    

計 19,897,650
成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無 交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 無

○文化スポーツセンターの利用者数

年度合計 改修工事期間外

平成26年度 31,692人 17,450人

平成27年度 33,256人 17,473人

平成28年度 31.975人 18,025人


